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　全国でご活躍の飯南高校鵬雲会会員の皆
様にはご健勝のこととお喜び申し上げま
す。また全国各地から飯南高等学校へ大き
なエールを送って頂いていますことに心か
ら感謝申し上げます。
　卒業生会は会員の皆様の親睦を目的とし
て活動するのが一般的な姿であるかと思い
ます。わが鵬雲会の活動の目的も同じです

が、その一方で母校を支援していく大きな責任も担っていま
す。
　母校飯南高校は、小規模ながら在校生は素晴らしい活躍を
しています。吹奏楽部は、全日本吹奏楽コンクール島根県大
会 小編成の部で３年連続金賞受賞、２年連続で最優秀賞を受
賞し中国大会に出場、その中国大会でも素晴らしい成績で金
賞を受賞しました。また報道部も、ここ近年の勢いをそのま
まに全国大会に出場し、その存在感をいかんなく発揮してい
ます。運動部も、県の総合体育大会ではハンドボール部の準
優勝を筆頭に各部が力を発揮し総合成績でも上位に食い込む
健闘でした。生徒諸君のご健闘を共に讃えたいと思います。
　今年母校を巣立った生徒も、国公立大学に 14 名の合格を
はじめ、それぞれ望む進路に向け、新たな出発をしました。
このように、飯南高校生の活躍は私たち卒業生の誇りであり
地元飯南町の活力源です。非常に喜ばしいかぎりです。
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挨拶

島根県立飯南高等学校
鵬雲会（卒業生会）

　一方で、母校を取り巻く環境は依然として厳しいものがあ
ります。少子化の影響が顕著で飯南町では今後地元中学校
を卒業する生徒が 30 人前後で推移する見込みです。そのよ
うな現状から近年飯南町から物心両面で強力な支援をいただ
き、その成果が表れ県外生を含む町外生の入学が増加し、地
元生徒との割合がほぼ半数ということで生徒数の確保が維持
されている状況です。
　そのような中で、島根県教育委員会では平成 31 年度から
向こう 10 年間の県立学校はどうあるべきかを検討する「県
立学校の在り方検討委員会」を組織され検討されています。
どのような答申が出されるのか分かりませんが、今後しっか
り対応していかなければなりません。卒業生の皆様のご理解
を心からお願いいたします。
　さて、飯南高校も来年開校 70 周年を迎えます。人間でい
えば古稀です。昭和 23 年８月川本農林高校赤名分校として
開校、昭和 38 年に島根県立飯南高等学校として独立し今日
に至っています。その間 4,000 人を超す卒業生を輩出、各方
面で活躍されています。今日までを回顧し、新たに次の 80
年に向かう思いを共に誓う、そのような考えのもと開校 70
周年記念事業を予定しています。すでに学校内では先生方に
取り組みを開始頂いていますが、鵬雲会としても主体的に責
任を果たしていかなければいけないと考えています。これに
ついても会員の皆様のご理解、ご協力をいただきますようお
願いいたします。
　会員の皆様のご健勝ご活躍を心からお祈りいたします。
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　平成28年11月に、旧月根尾寮跡にハンドボールコー
トが、新月根尾寮の東側に砂入り人工芝のテニスコート
が完成しました。
　そして、11月29日に「ハンドボールコート・テニス
コート竣工式」が執り行われました。式には、飯南町長 
山碕英樹様をはじめとし、施工に関わってくださった
様々な方々にご参列いただきました。式の中では、部活
動の今後の更なる活躍を願って打ち初めを行い、滞りな
く終えることができました。
　今では毎日部活動に励んでいる生徒たちの活気で満ち
溢れています。

成成成 年年年 旧旧旧 根根 寮寮跡跡 ドドボボボ

ハンドボールコート・テニスコートが完成しました！

　平成30年度に飯南高等学校創立70周年を迎
えます。
　平成30年10月20日（土）10時～　創立70周年
記念事業式典を行う予定です。
※来年度発行の「鵬雲」では、創立70周年記念事
業式典の様子をお伝えしようと考えています。その
ため、例年の発行日より遅くなりますことをご了承
ください。

平成30年度に飯南高等学校創立70周年を迎

近づく！創立７０周年
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を
活
用
し
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
ご
家
庭

に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
も
学
校
生
活
と
は
ま
た
ち

が
っ
た
面
か
ら
飯
南
町
の
良
さ
を
体
感
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の

活
動
と
し
て
は
、

地
域
行
事
で
あ

る
『
は
や
し
こ
』、

『
と
ん
ど
祭
り
』、

『
餅
つ
き
』、『
雪

祭
り
』
や
、『
コ

ス
モ
ス
祭
り
』

で
志
津
見
の
子

ど
も
会
と
一
緒
に
活
動
す
る
な
ど
、
多
く
の

行
事
を
体
験
す
る
と
と
も
に
地
域
の
方
と
交

流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、飯
南
神
楽
の
鑑
賞
、

し
め
縄
作
り
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
県
外
か
ら
の
入
学
生
が
見
込

ま
れ
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
県
外
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

●
い
い
な
ん
高
校
情
報
箱

　

平
成
28
年
11
月
か
ら
２
か
月
に
１
度
、
飯

南
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て
、「
い
い

な
ん
高
校
情
報
箱
」
を
放
送
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
飯
南

高
校
の
授
業
や
部
活
動
の
様
子
に
、
生
徒
の

地
域
交
流
の
場
面
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
番
組

作
り
を
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
も
飯
南
高
校
の

報
道
部
の
部
員
が
行
っ
て
お
り
、
生
徒
自
身

で
高
校
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
番
組
を
き
っ
か
け
に
、
以
前
よ
り
高

校
の
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
と
と
も
に
、
生
徒
も
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
た

よ
う
で
す
。

　

今
年
７
月
か

ら
は
、
雲
南
市

で
も
放
送
が
開

始
さ
れ
て
い
ま

す
。
雲
南
市
の

方
に
も
飯
南
高

校
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

日
頃
よ
り
鵬
雲
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の

教
育
活
動
に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
本
年
度
も
会
費
納
入
と
と
も
に
多
額
の

浄
財
を
頂
戴
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
本
年
度
４
月
に
赴
任
し
ま
し
た
秦

勉
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

来
年
度
、
本
校
は
創
立
70
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
10
月
に
記
念
式
典
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
70
周
年
記
念
の
催
し
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
飯
南
高
校
は
今
春
62
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
生
徒
186
名
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
県
外
生
の
数
は
３
学
年
で
20
名
を

数
え
、
地
元
出
身
の
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
県

内
町
外
生
と
と
も
に
新
た
な
飯
南
高
校
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
今
春
巣
立
っ
た
卒

業
生
は
78
名
で
し
た
。
そ
の
中
で
顕
著
だ
っ

た
の
は
進
学
者
の
う
ち
14
名
も
の
生
徒
が
国

公
立
大
学
に
進
学
し
た
こ
と
で
す
。
彼
ら
は

飯
南
町
を
愛
し
将
来
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
確
固
た
る
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
進
学

し
て
い
き
ま
し
た
。
早
速
こ
の
夏
、
彼
ら
を

中
心
に
多
く
の
卒
業
生
が
、
飯
南
町
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
奔

走
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
鵬
雲
会

の
先
輩
方
に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
の
気

持
ち
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
、
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
、
夏
休
み
返
上
で
取
り
組
ん
で

く
れ
る
卒
業
生
を
本
当
に
誇
り
に
思
い
ま

す
。

　

校
内
で
の
こ
の
夏
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス
は
吹

奏
楽
部
の
中
国
大
会
で
の
金
賞
受
賞
で
す
。

小
編
成
の
部
で
、
中
学
時
代
か
ら
顔
見
知
り

同
士
の
お
ら
が
町
自
慢
の
バ
ン
ド
は
、
県
大

会
を
２
年
連
続
の
最
優
秀
賞
で
飾
り
、
そ
の

勢
い
の
ま
ま
、
つ
い
に
中
国
地
区
の
頂
点
に

立
っ
た
の
で
す
。
ま
た
伝
統
の
報
道
部
は
８

年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
の
他
の
文
化

部
も
運
動
部
も
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
を
は
じ
め
、
昨
年
ま
で
に
部
活
動
の
練
習

場
な
ど
の
環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
練
習

施
設
を
大
切
に
使
い
さ
ら
に
充
実
し
た
部
活

動
に
な
る
よ
う
に
生
徒
と
も
ど
も
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

飯
南
町
は
人
口
減
が
続
き
、
出
生
者
数
も

限
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
飯
南

高
校
は
鵬
雲
会
の
皆
さ
ん
や
飯
南
町
の
物
心

両
面
に
わ
た
る
大
き
な
ご
支
援
に
応
え
る
べ

く
元
気
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
い

つ
で
も
爽
や
か
な
風
が
吹
く
学
校
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

飯
南
高
校
の
全
校
生
徒
数
は
200
名
前
後
の

維
持
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
前
向
き

で
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
努
力
を
怠
ら
な
い
生
徒
の
入
学
を

待
ち
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
中
学
生
に
と
っ
て

本
校
が
目
標
と
な
る
存
在
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
鵬
雲
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
飯
南
高
校
の
魅
力
を
発
信
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
飯
南
町
版
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度

　

飯
南
高
校
で
は
今
年
度
20
名
の
県
外
中
学

校
出
身
生
徒
が
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
学
生
寮
に
て
、
親
元
を
離
れ
て
飯
南
町

で
生
活
を
送
る
県
外
生
が
安
心
し
て
高
校
生

活
を
送
り
、
飯
南
町
の
良
さ
を
よ
り
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年
度
か
ら
地
域

の
皆
さ
ん
に｢

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
世
帯
と
２
地
区
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し
て
17
名
の
生
徒
が
制
度

度
卒
業
生
も
店
頭
で
の
販
売
を
手
伝
い
ま
し

た
。
昨
年
度
、
課
題
研
究
に
真
剣
に
取
組
ん

だ
結
果
が
、
実
現
に
つ
な
が
り
ま
し
た
！

︿
小
学
生
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
！
﹀

　

今
年
３
月
に
飯
南
高
校
を
卒
業
し
た
大
学

生
ら
有
志
で
つ
く
る
団
体
「
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

Ｉ

（
フ
ロ
ム 

ア
イ
）」
が
、『
夏
の
ふ
る
さ
と
飯

南
町
〜
大
学
生
と
遊
ぼ
う
〜
』
と
題
し
て
小

学
生
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
を
初
企
画
し
ま
し

た
。
当
日
は
小
学
生
17
名
、
卒
業
生
17
名
が

集
ま
り
、
道
の
駅
頓
原
に
隣
接
す
る
「
冒
険

の
森
と
ん
ば
ら
」

周
辺
で
野
菜
収
穫

体
験
、ピ
ザ
作
り
、

流
し
そ
う
め
ん
、

水
鉄
砲
大
会
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ

て
お
り
、「
ｆ
ｒ

ｏ
ｍ 

Ｉ
」（
代
表

津
和
野
勇
貴
さ

ん
）
と
い
う
団
体

名
に
も
「
飯
南
町

か
ら
」「
自
分
か

ら
」
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
る
そ

う
で
す
。
今
は
町

外
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、「
こ
れ
か

ら
も
何
か
や
り
た

い
」
と
い
う
気
持

ち
を
覗
か
せ
た
津

和
野
さ
ん
。「
地

域
の
た
め
に
」
と

い
う
思
い
を
持

ち
、
行
動
す
る
力

を
地
域
に
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

︿
飯
南
町
の
パ
プ
リ
カ
を
も
っ
と
広
め
よ
う
﹀

　

毎
年
、
３
年
１
組
の
生
徒
が
生
命
地
域
学

の
一
環
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
を
幸
せ
な
町

に
す
る
に
は
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
課

題
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
様
々

な
分
野
か
ら
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
パ
プ
リ
カ
を
も
っ
と
広
め
よ
う
〜

コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
〜
」
と
題
し
、
飯
南
町

の
特
産
品
で
あ
る
パ
プ
リ
カ
の
六
次
産
業
化

（
商
品
化
）
を
提
案
し
た
班
が
、
こ
の
た
び
、

道
の
駅
頓
原
に
隣
接
す
る
ラ
ム
ネ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ

堂
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
提
案
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！！

　

８
月
14
日
か
ら
右
記
店
舗
で
パ
プ
リ
カ

ジ
ャ
ム
（
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
）「
Ｍ
ａ
Ｒ

ｅ
稀
（
ま
れ
）」

の
販
売
が
始

ま
っ
て
い
ま

す
。
ア
イ
ス
に

か
け
て
も
お
い

し
い
パ
プ
リ

カ
ジ
ャ
ム
で

す
。
販
売
初
日

に
は
、
提
案
を

行
っ
た
昨
年

飯
南
の
風
爽
や
か
に

地
域
の
た
め
に
・・・
卒
業
生
が
活
躍
！

飯
南
高
校
魅
力
化

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

飯
南
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

飯
南
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

校
長
　
　
秦
　
勉
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運
動
部
大
会
記
録

【
２
０
１
７
県
高
校
総
体
】

●
ス
キ
ー
部

　
　
　
　
（
回
転
１
／
９
、
大
回
転
１
／
13
）

　
《
男
子
回
転
》　

 

３
位

　
《
男
子
大
回
転
》
２
位 

→ 

全
国
大
会
出
場

　
《
女
子
大
回
転
》
１
位 

→ 

全
国
大
会
出
場

　
《
男
子
団
体
》　

 

１
位

　
《
女
子
団
体
》　

 

１
位

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

雪
不
足
の
た
め
中
止

　
　
　
　

  

→ 

書
類
選
考
で
全
国
大
会
出
場

　
《
男
子
フ
リ
ー
》　　
　

３
名

　
《
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
》　

３
名

　
《
男
子
リ
レ
ー
》　　
　

１
組

　
〜
陸
上
競
技
〜　
　
　
　
　
（
５
／
26
〜
27
）

　
《
男
子
５
０
０
０
ｍ
》
出
場

　
《
男
子　

１
０
０
ｍ
》
出
場

●
自
転
車
競
技 　
　
　
　

  （
５
／
26
〜
28
）

　
《
ケ
イ
リ
ン
》　　
　
　

 

２
位

　
《
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
》
３
位

●
テ
ニ
ス
部　
　
　
　
　
　
（
６
／
１
〜
３
）

　
《
女
子
団
体
》　　
　
　
　
　

  

ベ
ス
ト
８

　
《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》　

１
ペ
ア　

ベ
ス
ト
16

　
《
シ
ン
グ
ル
ス
》　 　
１
名　
　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名　
　

ベ
ス
ト
32

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
　
　
（
６
／
１
〜
３
）

　
　

１
回
戦　

飯
南　

０
―
２　

出
雲
農
林

●
卓
球
部　
　
　
　
　
　
　
（
６
／
１
〜
３
）

　
《
男
子
団
体
》
１
回
戦

　
　
　
　
　
　
　

  

飯
南 

２
―
３ 

浜
田

　
《
女
子
団
体
》
１
回
戦

　
　
　
　
　
　
　

  

飯
南 

２
―
３ 

松
江
高
専

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部　
　
　
（
６
／
２
〜
３
）

　
　

１
回
戦　

飯
南 

28
―
10 

浜
田
水
産

　
　

準
決
勝　

飯
南 

28
―
20 

松
江
東

　
　

決　

勝　

飯
南 

16
―
33 

江
津

　
　
　
　
　
　
　
　

 

→ 

結
果　

準
優
勝
！！

●
剣
道
部　
　
　
　
　
　
　
（
６
／
２
〜
３
）

　
《
男
子
団
体
》

　
　

１
回
戦　

飯
南 

４
―
１ 

益
田
東

　
　

２
回
戦　

飯
南 

０
―
４ 

出
雲
商
業

【
各
種
大
会
記
録
】

●
ス
キ
ー
部

・
平
成
28
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
選

手
権
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
１
／
21
〜
23
）

　
《
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

ク
ラ
シ
カ
ル
》

　
　

優
勝　

２
位　

３
位

　
　
　
　
　
　

  

→ 

２
名
が
全
国
大
会
出
場

　
《
男
子
大
回
転
》
優
勝 

→ 

全
国
大
会
出
場

・
第
58
回
中
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
／
23
〜
25
）

　
《
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー 

フ
リ
ー
》
４
位

　
《
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー 

ク
ラ
シ
カ
ル
》
５
位

・
第
66
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
２
／
２
〜
６
）
出
場

・
第
29
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
２
／
24
〜
27
）
出
場

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
平
成
28
年
度
中
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
島
根
県
予
選   （
４
／
14
〜
16
）

　
《
予
選
リ
ー
グ
》

　
　

飯
南 

１
―
２ 

出
雲
農
林

　
　

飯
南 

０
―
２ 

開
星

●
卓
球
部

・
平
成
29
年
度
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権

　

大
会
島
根
県
予
選
大
会　
（
４
／
21
〜
23
）

　
《
男
子
団
体
》
１
回
戦

　
　
　
　
　
　

  　

飯
南 

０
―
３ 

松
江
商
業

　
《
女
子
団
体
》
１
回
戦

　
　
　
　
　
　

  　

飯
南 

０
―
３ 

出
雲

●
剣
道
部

・
平
成
29
年
度
中
国
高
等
学
校
剣
道
選
手
権

　

大
会
島
根
県
予
選　
　
　
（
４
／
22
〜
23
）

　
《
男
子
団
体
》
１
回
戦

　
　
　
　
　
　
　

  

飯
南 

２
―
３ 

松
江
高
専

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
第
68
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
島
根
県
予
選　
　
（
４
／
22
〜
23
）

　
　

１
回
戦　

飯
南 

37
―
４ 

浜
田
水
産

　
　

準
決
勝　

飯
南 

29
―
21 

松
江
南

　
　

決　

勝　

飯
南 

19
―
30 

江
津

　

  

→ 

結
果　

準
優
勝
！　

中
国
大
会
出
場

・
第
68
回
中
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
５
／
13
〜
14
）

　
　

１
回
戦　

飯
南 

８
―
30 

総
社
（
岡
山
）

●
テ
ニ
ス
部　

・
平
成
29
年
度
島
根
県
高
等
学
校
個
人
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会　
　
　
　
　
　
（
４
／
29
〜
30
）

　
《
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》   

１
名　

ベ
ス
ト
16　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名　

ベ
ス
ト
32

　
《
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》   

１
ペ
ア　

ベ
ス
ト
16

●
野
球
部

・
平
成
29
年
度
島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球

大
会
地
区
予
選　
　
　
　
　
（
４
／
21
〜
23
）

　

第
１
試
合　

飯
南 

１
―
２ 

出
雲
商
業

・
平
成
29
年
度
出
雲
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
／
26
〜
28
）

　

１
回
戦　
　

飯
南 

９
―
８ 

三
刀
屋

　

準
々
決
勝　

飯
南 

13
―
５ 

出
雲
北
陵

　

準
決
勝　
　

飯
南 

３
―
12 

出
雲
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
４

・
第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
／
18
）

　

２
回
戦　
　

飯
南 
６
―
９ 

松
江
東

【
文
化
部
大
会
記
録
・
部
活
動
記
録
】

●
報
道
部

・
第
20
回
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

放
送
部
門
島
根
県
大
会　
　
　

  （
12
／
15
）

　
《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》
３
位
→
全
国
大
会 

出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
位

　
《
朗
読
部
門
》　　
　
　
　
　
　
　

10
位

　
《
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
》　　
３
位　
　
　
　
　
　

　
《
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門
》４
位

　

中
国
地
区
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

・
第
２
回
中
国
地
区
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
／
28
〜
29
）

　
《
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
》　　
　

５
位　
　
　
　
　
　

　
《
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門
》　
６
位

・
第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
島
根
県
大
会　
　
　
　
　
　
（
６
／
13
）

　
《
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
》　　
　
　
　

６
位

　
《
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
》　
３
位　
　
　
　
　

　
《
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
》　

３
位

　

全
国
大
会
出
場

・
第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
／
24
〜
27
）

　
《
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
作
奨
励
賞
受
賞

・
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
み
や
ぎ

総
文
２
０
１
７　
　

  

（
８
／
３
〜
４
）
出
場

●
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

・
青
少
年
赤
十
字
春
季
協
議
会 　
（
６
／
16
）

・
九
州
豪
雨
災
害
義
援
金
募
金
活
動
（
７
／
29
）

●
書
道
同
好
会

・
平
成
29
年
度
高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
（
６
／
10
）

　
　

１
名　

特
選　
　

２
名　

秀
作

●
自
然
科
学
部

・
島
根
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学

部
門
実
験
観
察
研
修
会　
　
　
　
（
６
／
９
）

●
茶
道
同
好
会

・
あ
か
ぎ
の
里
納
涼
茶
会　
　
　
（
７
／
24
）

・
裏
千
家
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
／
30
）

●
吹
奏
楽
部

・
第
58
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根

県
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
／
29
）

　
《
高
等
学
校
小
編
成
の
部
》

　
　
　

金
賞　

最
優
秀
賞　

中
国
大
会
出
場

・
第
58
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国

大
会　
　
　
　
　
　
　
　

 （
８
／
27
）  

金
賞

近
畿
飯
南
会
総
会
２
０
１
７

　

７
月
15
日
に
、
近
畿
地
方

に
在
住
す
る
飯
南
町
出
身
者

及
び
そ
の
縁
故
者
を
も
っ
て

組
織
す
る
「
近
畿
飯
南
会
」

の
総
会
が
、
大
阪
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
飯
南
町
町
長
を

は
じ
め
と
し
、
飯
南
町
か
ら

10
名
の
方
々
が
参
加
し
、
総

勢
100
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
29
年
度
部
活
動
大
会
記
録

飯南高校の最新情報をチェック！
　学校の新着情報はホームページやフェイスブック
でご覧いただけます。飯南高校の学校生活の様子、
部活動の大会結果など、活躍を日々更新中です！

（

）

（

）

（
8
月
末
現
在
）
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平成28年度進学合格状況

平成28年度就職内定状況

校種 学　　校　　名 合格者数

国
公
立
大
学

広島大学 1
岡山大学 1
島根大学 6
山口大学 1
高知大学 1
島根県立大学 3
下関市立大学　 1

私
　
立
　
大
　
学

東京農業大学 1
関西外国語大学 1
神戸学院大学 1
姫路獨協大学 1
岡山商科大学 1
就実大学 1
広島修道大学 1
広島経済大学 1
広島工業大学 2
広島都市学園大学 1
エリザベト音楽大学 1
徳山大学 1

公立
短大

倉敷市立短期大学 2
島根県立大学短期大学部 2

私立

短大

大阪芸術大学短期大学部 1
大手前短期大学 1
美作大学短期大学部　　　　 1
鳥取短期大学 1

専
門
学
校
等

石見高等看護学院 1
出雲医療看護専門学校 3
松江総合医療専門学校 1
島根リハビリテーション学院 1
リハビリテーションカレッジ島根専門学校 1
トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 1
大原医療歯科専門学校大阪校 1
朝日医療大学校 1
穴吹医療大学校 1
辻製菓専門学校 1
大原スポーツ＆メディカルヘルス専門学校 1
小井手ファッションビューティー専門学校 1
広島県理容美容専門学校 1
広島工業大学専門学校 2
広島情報ビジネス専門学校 1
松江理容美容専門大学校 1
島根職業能力開発短期大学校 1
島根県立農林大学校 1

事　業　所　名　等 就職者数

公務
員等

島根県警察 1
陸上自衛隊	 7
航空自衛隊 2

民間
企業

（県内）

日本郵便株式会社中国支社 2
オージェイケイ株式会社島根工場 1
島根イーグル株式会社　　　　 1
株式会社ウシオ 1
霧の海食堂きつ川 1

民間
企業

（県外）

西日本旅客鉄道株式会社 1
マツダ株式会社 1
株式会社中電工 1
株式会社トリドール ( 丸亀製麺 ) 1
美容室 ASUNARO 1

平成28年度 鵬雲会会計決算書　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

収入科目 予算額（A） 決算額（B） 増減 △（B-A） 摘　　　　　　　要
繰　越　金 56,353 56,353 0 前年度繰越金

入　会　金 730,800 713,400 △ 17,400 のべ 2,378 月×＠ 300 円 / 月
町  補  助  金 11,600,000 9,738,890 △ 1,861,110

雑　収　入 128,847 115,910 △ 12,937
鵬雲祭模擬店売上収入　111,700 円
貯金利息　　　　　　　　　　10 円
過年度会費収入　　　　　4,200 円

計 12,516,000 10,624,553 △ 1,891,447

支出科目 予算額（A） 決算額（B） 増減 △（B-A） 摘　　　　　　　要

運営活動費 359,000 315,000 △ 44,000

総会・役員会案内郵券代　 15,420 円
会場使用料・総会経費  　   21,800 円
卒業記念品（名簿・印章） 124,120 円
鵬雲祭模擬店出店経費       143,388 円
過年度会費返金　　  　　　  6,600 円
ホームページ修正　　　　　3,672 円

事務委託費 252,000 252,000 0 ＰＴＡに事務委託
負　担　金 130,000 130,000 0 鵬雲祭負担金
記念行事積立金 100,000 100,000 0 積立金会計繰入
飯 南 高 校
教育支援費 11,600,000 9,738,890 0 テニスコート人工芝改修 9,072,000 円

立木伐採補償　　　　　 666,890 円
予　備　費 75,000 0 △ 75,000

計 12,516,000 10,535,890 △ 1,980,110

収入総額 10,624,553 円－支出総額 10,535,890 円＝差引 88,663 円（平成 29 年度へ繰り越し）	
鵬雲会積立金　平成２７年度末積立金額　2,608,797 円
鵬雲会積立金　平成２８年度末積立金額　2,709,356 円

平成29年度 鵬雲会会計予算書　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

収入科目 予算額（A） 前年度予算額（B）増減 △（A-B） 摘　　　　　　　要
繰　越　金 88,663 56,353 32,310 前年度繰越金
入　会　金 666,000 730,800 △ 64,800 185 人× 12 月×＠ 300 円 / 月
町 補 助 金 0 11,600,000 △ 11,600,000 飯南高校教育支援事業等助成

雑　収　入 120,337 128,847 △ 8,510 貯金利息、過年度会費収入
模擬店売上収入

計 875,000 12,516,000 △ 11,641,000

支出科目 予算額（A） 前年度予算額（B）増減 △（A-B） 摘　　　　　　　要

運営活動費 359,000 359,000 0

総会・役員会案内郵券代
会場使用料
卒業記念品（名簿・印章）
鵬雲祭模擬店出店経費 

事務委託費 252,000 252,000 0 ＰＴＡに事務委託
負　担　金 130,000 130,000 0 鵬雲祭負担金

記念行事積立金 100,000 100,000 0 積立金会計繰入
飯南高校教育支援費 0 11,600,000 △ 11,600,000 予定はあるが、金額未確定
予　備　費 34,000 75,000 △ 41,000

計 875,000 12,516,000 △ 11,641,000

鵬雲会積立金　平成２８年度末積立金額　2,709,356 円
鵬雲会積立金　平成２９年度末積立金額　2,809,920 円（見込み）

平成28年度 鵬雲会会報発行会計決算書　　　　　　　　　（単位：円）

収入科目 予算額（A） 決算額（B） 増減 △（B-A） 摘　　　　　　　要
繰　越　金 2,313,351 2,313,351 0 前年度繰越金

会　　　費 1,000,000 1,158,690 158,690 H27 会費収入（　   7,920 円）
H28 会費収入（1,150,770 円）

繰　入　金 0 0 0
雑　　　入 149 18 △ 131 貯金利子等
合　　　計 3,313,500 3,472,059 158,559

支出科目 予算額（A） 決算額（B） 増減 △（B-A） 摘　　　　　　　要
会報印刷費 150,000 147,420 △ 2,580 会報印刷費

会報発行費 350,000 307,655 △ 42,345
郵メール発送料封筒印刷、宛名印字、
封入れ、封緘、
送付先リストＣＤデータ

飯南高校支援費 1,813,500 319,680 △ 1,493,820 ＦＦ式ストーブ購入（１台）
予　備　費 1,000,000 △ 1,000,000
合　　　計 3,313,500 774,755 △ 2,538,745

収入総額3,472,059円−支出総額774,755円＝差引2,697,304円（平成２９年度へ繰り越し）

平成29年度 鵬雲会会報発行会計予算書　　　　　　　　　（単位：円）

収入科目 予算額（A） 前年度予算額（B）増減 △（A-B） 摘　　　　　　　要
繰　越　金 2,697,304 2,313,351 383,953 前年度繰越金	
会　　　費 1,000,000 1,000,000 0 会費収入
繰　入　金 0 0 0
雑　　　入 96 149 △ 53 貯金利子
合　　　計 3,697,400 3,313,500 383,900

支出科目 予算額（A） 前年度予算額（B）増減 △（A-B） 摘　　　　　　　要
会報印刷費 150,000 150,000 0 会報印刷費		

会報発行費 350,000 350,000 0 封筒印刷、宛名印字、封入れ、封緘、
郵送費、送付先リスト（ＣＤ）

飯南高校支援費 2,197,400 1,813,500 383,900 支援内容は会長、校長で協議
予　備　費 1,000,000 1,000,000 0
合　　　計 3,697,400 3,313,500 383,900

事
務
局
よ
り

　

７
月
31
日
に
開
か
れ
た
鵬
雲
会

総
会
で
昨
年
度
の
会
務
・
会
計
報

告
の
後
、
今
年
度
の
会
務
・
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
「
鵬

雲
」
を
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
し

ま
す
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。「
鵬
雲
」
に
対
し
て
ご

意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
の
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
平
成
29
年
度
鵬
雲
会
役
員

会　

長　

小
野　
　

覺
（
第
４
期
）

副
会
長　

澤
田　

秀
樹
（
第
７
期
）

副
会
長　

伊
藤
志
津
江
（
第
12
期
）

副
会
長　

和
田　

真
一
（
第
20
期
）

副
会
長　

秦　
　
　

勉
（
校　

長
）

　

母
校
の
存
続
発
展
に
向
け
、
全
国
の
卒
業
生
に
飯

南
高
校
を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
徒
募
集
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

主
目
的
と
し
て
、
卒
業
生
会
報
「
鵬
雲
」
を
全
国
の

卒
業
生
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
会
報
発
行
に
か
か
る
経
費
を
捻
出
す

る
こ
と
と
、
母
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
活
動
及
び
生
徒
勧

誘
活
動
の
経
費
確
保
の
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

一
口
千
円
の
会
費
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
出
費

多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮
に
は
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か

意
図
を
お
酌
み
取
り
い
た
だ
き
格
段
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
納
入
は
、
同
封

の
振
り
込
み
用
紙
に
よ
り
、
年
度
内
で
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
）

　

ま
た
、
卒
業
生
以
外
の
皆
様
で
賛
助
会
員
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、
事
務
局
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。（
会
報
と
振
り
込
み
用
紙
を
送
付
し

ま
す
）

　

母
校
に
貢
献
す
る
た
め
、
ま
た
卒
業
生
の
皆
様
の

親
睦
と
ご
発
展
の
た
め
、
鵬
雲
会
の
一
層
の
活
性
化
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
引
き
続
き
皆
様

の
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鵬
雲
会
会
長　

小
野　

覺

会
費
納
入
の
お
願
い


